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紙面左上掲載記事　題名　花めぐり　タチアオイ（ホリホック）
掲載写真　タチアオイ　令和7年5月に中原公園で撮影
記事内容
　江戸時代、現在の虎ノ門病院あたりに葵ざかと呼ばれる名高い坂があり、坂の上にはタチアオイの花が咲いていて「葵が岡」と呼ばれていました。今は葵ざかの姿は無く浮世絵や錦絵に赤い花のタチアオイを見るだけとなりました。
　英名のホリホックは発音の似ている「holy・神聖、聖なる」から、十字軍が聖地エルサレムから持ち帰ったことに由来し、「hock」は近縁のゼニアオイといわれます。また、「holly」は西洋ヒイラギを表す言葉からホリホックの葉がヒイラギに似ているからという説もあります。
　近年のタチアオイは園芸種も多く2メートルほどにもなる長い茎に多くの花をつけます。花色はピンクや赤、しろ、黄、紫など多彩でひとえややえの美しい花が楽しめます。
　つゆ入り頃に下の方から開花し先端の花が終わる頃には梅雨明けになると言われ「梅雨葵」の別名もあります。
「蝶低し葵の花の低ければ」
とみやすふうせいの俳句では開花は、まだ中程のようですね。
　花言葉は高貴、神聖、野心、豊かな実りなど。
記事作成者　小山一丁目町会・河はら　マサ江

紙面右上掲載記事　題名　　しながわ防災学校地域実践コース受講
記事内容
　しながわ防災学校　地域実践コース「避難所開設・運営イメージゲーム」を受講しましたのでご報告します。
　3月8日（日）9時30分から約2時間半、荏原第いち区民集会所に後地小学校を避難所とする小山一丁目、二丁目東部、二丁目西部の3町会のメンバー40人が集まり、講義を受けながらグループワークを行いました。主な内容は①避難所開設の初動対応（避難所の開錠方法の確立、受入れ前の健康確認、避難所施設の安全確認など）②避難所受入準備（居住スペースの整備、受付の設置、統制、誘導、役割分担の確立）③避難者のうけいれ対応（要配慮者、乳幼児連れの母親、ペット連れ等）④避難所の問題への対応（共同生活、トイレ管理、物資配布ルール）でしたが、グループごとで各テーマの問題イメージを活発に出し合い、発表することで参加者の意識の共有化が図れたと思います。
　これまで、避難所訓練は学校にお任せしていましたが、今後は3町会の避難所連絡会議で「避難所運営マニュアル」（品川区作成）と今回のセミナーの課題を基に「避難所ルール」を作り、今後の避難所訓練は「防災区民組織」主体で開催し、ルールを実践し、毎年アップデートしていくこととなりました。皆様のご協力をお願いいたします。
　ご指導いただいた元谷講師、開催のお世話をいただいた、しながわ防災学校、荏原第一地域センターの方々に厚くおれい申し上げます。
記事作成者　小山二丁目西部ちょうかい・防火防災部・飯泉　庸一

紙面中央左側掲載記事　題名　荏原第一地区委員会　研修会
掲載写真　研修会の様子
記事内容
　去る3月14日（土）に、品川区のいじめ相談員を講師とした令和7年度最後の企画の研修会が行われました。第1部は、いじめについての講演と質疑応答で始まりました。いじめの問題は安易な考えでは聞けないデリケートな話題でしたが、分かり易く説明を頂きました。平素の何気ないそぶりや言動が時として、いじめ（ハラスメント）につながる事もありうる事実をしっかり理解した上で、今後、地区委員としての対応に大変役立つ内容でした。誰でも加害者または被害者になり得る事を肝に銘じて行動していこうと思います。
　第2部は全員でボッチャ大会を開催し、大盛り上がりのうち終了。
　第3部は懇親会を催し職員や地区委員達も席を変わりながら大いに親睦を深めました。
　新年度から異動する職員や退任してしまうメンバーもいます。いつも楽しい荏原第一地区なのでイベントの際には気軽に顔を見せに来てくださいね。お疲れ様でした。また継続のメンバーの方々、次年度からも楽しい企画と運営を宜しくお願いいたします。
記事作成者　荏原一丁目町会・やなか　まさなお

紙面中央右側掲載記事　題名　町会活動紹介　小山二丁目東部町会　町会親睦バスツアー
掲載写真　バスツアーの様子
記事内容
　恒例となっています町会バス旅行、今回は3月15日（日）に、みなみ房総、いちご狩り、漁師料理とパワースポットへ行くと題して行いました。
　当日は快晴で気温も高く、11才から85才まで総勢35名で後地公園より出発しました。
　町会長の挨拶で始まり、高速道に入ると早速、ビール、ジュースで乾杯、ガイドさんの説明、談笑をしていると、あっと言う間に皆さんお待ちかねの、館山いちご狩りへ。30分食べ放題で、少ないかたでも20個くらい、一番多く食べたかたは50個以上と、昼食前にもかかわらずいちごでお腹がいっぱいと言っていました。
　その後、パワースポットの安房神社へと、ここは日本三大金運神社とのことで、皆さんしっかりとお参りをして、お守りまで買っていました。
　昼食は、目の前の網で貝類を焼き、お刺身、天ぷら等、豪華な食事でした。最後に、道の駅ほた小学校へと伺い、元小学校の体育館ではお土産を、並びの校舎側では飲食をと、それぞれ楽しんでいらっしゃいました。
　帰路もあきる事もなく、定刻に無事後地公園に到着しました。
　皆様大変お疲れ様でした。
記事作成者　小山二丁目東部町会・町会長・新井　清久

紙面左下掲載記事　題名　荏原第一地区支え愛活動より　「ぐるっぽ」施設見学
記事内容
　2月12日（木）「品川区立障害児者総合支援施設・ぐるっぽ」の施設見学を実施いたしました。「ぐるっぽ」は仲間や集団を意味する「グループ」と、一歩一歩のふたつの意味を組み合わせたものです。
　先ず施設に入りまして、明るく清潔な環境に感動。児童発達支援センター（品川児童学園）は、「子ども発達相談」から「日中一時支援」等を実施。日中活動、短期入所系サービスは、生活介護から就労継続支援、短期入所相談など。「訪問サービス」は、入浴、清掃、家事援助など。「地域活動支援センター」は、しっぽう焼、絵画などの創作活動と、充実した内容です。一階のカフェレストランで、昼食をいただきましたが、こちらの仕事に従事しているメンバーさんもおります。レストランは、地域の高齢者から、ベビーカーを押した若い方々もおり、心があたたまりました。
　又、見学のあと、職員の方々と交流する時間があり、「職員の皆さんのストレス解消法は？」と問いかける場面もありましたが「休日も頂いておりますので」という謙虚な言葉に感動、帰路につきました。
記事作成者　荏原一丁目町会・荏原第一健康づくり推進委員・𠮷だ　久美子

紙面右下掲載記事　題めい　お知らせ
記事内容
例年、夏に開催していた荏原第一地区の区民まつりは、熱中症対策のため、令和8年は10月に開催いたします。
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